別紙（様式９・１０用）

 eq \o\ad(組換えDNA実験施設明細書,　　　　　　　　　　　　　　　　)
	物理的封じ込めレベル
（注１）
	Ｐ1Ａ（飼育室・実験室）
　　　Ｐ2　　　Ｐ2Ａ（飼育室・実験室）
　　　Ｐ3　　　Ｐ3Ａ（飼育室・実験室）

	 eq \o\ad(物理的封じ込めに係る施設・設備,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(実験区域・実験室,　　　　　　　　　　　　)　図（注２）
	

	
	 eq \o\ad(実験区域,　　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(構造,　　　　)
	

	
	
	 eq \o\ad(設備,　　　　)
	

	
	 eq \o\ad(実験室,　　　　　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(構造,　　　　　)
	

	
	
	 eq \o\ad(設備,　　　　　)
	


（注１）P1A・P2A・P3A実験区域については、飼育を行う部屋（飼育室）と、実験のみを行う部屋（実験室）を

　　　区別して記載すること。飼育と実験が完全に同一区域の場合はその限りではない。

（注２）実験区域・実験室図では床面積を明記のこと。
安全キャビネット（Ｐ２，　Ｐ３）　保守点検計画書
学校法人日本医科大学組換えDNA実験安全委員会では平成31年度より組換えDNA実験施設認定を5年毎の更新制とし、更新のさいに安全キャビネットの維持管理（点検）状況を確認することと致しました。

安全キャビネットは、感染症法第56条24で、特定病原体を所持する者は取り扱い施設の構造および設備の技術上の基準に適合するように維持するように定められています。これにより同法施行規則第31条27，28，29，30で安全キャビネットまたはこれと同等以上の機能を有する装置を備えること、さらに維持管理（点検）を、1,2,3種病原体では年一回以上、4種病原体等では“定期的”に行うこととなっており、研究者自身が計画的に性能点検・ヘパフィルター交換を行っていくことが求められています。

 また、家畜伝染病予防法においても、同法第46条の６および20　において、家畜伝染病病原体および届出伝染病等病原体の所持に係る技術上の基準を定めています。これにより同法施行規則第56条の8、9および32において、安全キャビネットの設置を含めた取扱施設の基準を定めるとともに、年に1回以上定期的に当該施設を点検し、その基準に適合するようその機能の維持を図ることとなっております。

　
下記の１−６の項目を、各安全キャビネットそれぞれについて記述してください。
キャビネット　No.　

1. メーカー
2. 機種名
3. 購入年月日（西暦）

4. 最終性能確認試験・HEPAフィルター交換年月日（西暦）
（業者の点検報告書などがあれば必ずコピーを添付してください。）

5. 使用頻度　
(1) 1日あたり　　　

時間
(2) 週あたり　　　　

日
(3) 実験の封じ込めレベル

Ｐ２・Ｐ３

(累計使用時間が分かるように、分かる範囲でできるだけ具体的に1日あたりの使用時間、週何日使用など記述してください。)

6. 今後の保守点検計画具体的に何年おきに性能確認点検・ヘパフィルター交換を行っていく計画かを記述してください。保守点検契約を結んでいる場合は、契約書を添付してください。
以上
